
エコミュージアムにおける社会的役割と住民参加の
あり方に関する考察 :
フランスにおけるエコミュージアムの現状について

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-06-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 石川, 宏之

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10297/8728URL



第4号 2000年 3月

エコ ミュージアムにおける社会的役割 と住民参加のあり方に関する考察
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1.0 はじめに

1960年代後半にフランスで発祥したエコ

ミュージアムは,地域住民によって多様な地域遺

産を保全し、学習の場として地域づくりをすすめ

る博物館活動である。そして近年の日本でもエコ

ミュージアムに対する意識が高まりつつあり,環

境学習やまちおこし,観光などと運動して試みら

れつつある。しかし中には,言葉によるイメージ

だけが先行している場合も少なくない。1)

これまでのエコミュージアムに関する既往研究

としては,伝統的野外博物館との比較からその特

性を考察したもの (新井,1989)や ,フランス成

人教育の視角からその特質を捉えたもの (岩橋 ,

1994)などがあげられる。2)筆者もこれまでに

フランスの現地調査からエコミュージアムにおけ

る住民参加の仕組みや手順と,地域づくりとの関

係について明らかにしてきた (]‖ ,1997・ 1998

a.b)。 しかし,エコミュージアムの特質としてそ

の地域や時代によって形態が異なるので,定性的

な事例研究を重視してきたが,一方で ,エコ

ミュージアム全体の中で明確にその対象を位置付

けることも重要であった。3)

そこで基礎的研究として本稿では,フ ランスの

エコミュージアムについて,地域社会との関わり

の中から住民参加のあり方や教育活動の現状を把

握する。そして今後,日本でエコミュージアムを

展開する際に博物館活動における社会的役割と住

民参加の方法の手がかりを得ることを目的とする。
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11 研究方法
まず ,エコミュージアムにおける住民参加 1)の

あり方や教育活動の現状を把握するために「エコ

ミュージアムと社会博物館の連盟 (F6d6ration

des 6cclmllsё e et dettmmes de sod能 )Jに加盟
している42のエコミュージアム|)に対して,郵

送によるアンケート調査いを実施した。設間項目

では,「運営方法と職員構成J,「文化省博物館局

の認定の有無J,「教育活動の実施状況」,「住民参

加のあり方」,「地域社会とのつながり」の5つに

ついて捉えた。

つぎに,ケーススタディとして連盟に加盟して

いるフルミ・トレロン地域・エコミュージアムを

取り上げ,具体的に地域社会との関わりから住民

参加の手順と仕組みや ,教育プログラムの利用状

況 ,他機関との連携協力について捉え,エ コ

ミュージアムおける社会的役割と住民参加のあり

方を明らかにしていきたい。

なお,1998年 5月 19日 ～22日 に現地での聴

き取り調査を行った7)。 また,ア ンケート用紙は

1998年 9月 8日 に郵送され,10月 3日 までの回

答数は27で ,回収率は64%であった。

2.0 フランスにおけるエコミュージアムの現状

はじめに,ア ンケート調査の集計結果をもとに

エコミュージアムの動向を考察する。

図1は ,運営主体別にエコミュージアムの設立

年を示したものである。これから1975年以後 ,ア

ツシアシオンの運営によるエコミュージアムが増

加傾向にある。このアソシアシオンとは,日本で

いうNPO(民間非営利組織)に相当するもので ,

法律8)においていかなる人々やグループであっ

ても非営利で自主的な共同体をつくることを承認

され,その公的有用性も認められ,かつその活動

を保証されている団体である。

したがって、住民自らがエコミュージアムを設

立するためには,この運営方法を用いることになる。

21 エコミュージアムにおける住民参加のあり方
それでは,地域住民がその活動においてどのよ

うに参加しているのであろうか。

図21は設立時における住民参lJEの内容につい

て館数を示したものである。多いものから順に

「コレクションの寄贈Jや「民族学調査J「展示企

画」への参加となっている。

そして図22は現在携わっている住民の活動内

容について館数を示したものである。多いものか

ら順に「展示企画」,「イベント企画Jと「博物館

資料の収集」への参加があげられている。

現在の住民参加の館数は,設立時と比べると全

体的に減っているが,「展示企画」や「イベント

の企画」,日専物館資料の収集」への参加をみると

少なくない。

22 利用者数における専門職員の在勤と教育活
動の実施状況

住民参加によって得られた成果が多くの人々に

活用されるには,教育活動を円滑に運営できる専

門職員を在勤させることや多様な教育活動を実施

することが望まれる。

そこで,活用状況の一指標としてエコミュージ

アムの利用者数と,コ ンセルヴァトゥール9)の在

勤槻兄及びエコミュージアムを博物館として石忍

するフランス文化省博物館局認定101の有無との

関係をみてみたい。また,利用者数の多い教育活

動も明らかにしたい。

(1)コ ンセルヴァトウールの在勤と文化省博
物館局の認定状況

表 1は 1997年におけるエコミュージアムの利

用者数を仮に10,000人未満,10,000～ 20,000人

未満,20,000人以上の3つに分け,コ ンセルヴァ

トゥール在勤の館数とフランス文化省檸物館局認

図1 設立年と運営主体設立年と運営主体
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定の館数を示したものである。

コンセルヴァトゥール在勤の館数についてみる

と,利用者数が多くなるほどその占める割合も大

きくなる。

またフランス文化省博物御局認定の館数につい

てみると,利用者数が多くなるほどその割合も大

きくなる。

(2)教育活動の実施状況
図 3はエコミュージアムで行われている教育活

動を多いものから順に並べて,さ らに利用者数別

に3つに分けて示したものである。

最も多く実施されている教育活動は「ビジター

ガイドJで ,つ ぎに「企画展示」となっている。

また「遺産学級J。 と「巡回展」についてみると,

利用者数の多いエコミュージアムの占める割合が

大きい。

以上のことからエコミュージアムの利用者数

は,コ ンセルヴァトゥール在勤やフランス文化省

博物館局認定の有無と正の相関関係にあると思わ

れる。

23 地域社会とのつながり
それでは,エコミュージアムがこれらの活動を

通じてどのように地域社会と関わっているのであ

ろうか。最初にエコミュージアムの活動地域を規

定する単位を把握し,その地域内の課題に対する

エコミュージアムの働きや,他機関との連携状況

からエコミュージアムの社会的役害Jを明らかにし

ていきたい。

そこで,その地域性を・IEEす るために仮に2つ

に分け,人口2,lll10人未満の市町村を農村的市町

村 ,そ嶋 、上を都市的市町村としてみた。●

図41は ,エコミュージアムの活動地域を規定

する単位について地域別に示したものであるが,

「文化圏域Jが最も多く,つ ぎに「行政区域Jと
なっている。地域別にみると都市的市涸財子のエコ

ミュージアムは「行政区域」に,農村的市町村で

は「文化圏域Jで大きな割合を占めている。

図42はその活動地域内の課題について多い項

目を時計回りの順に示したものであるが,最も多

い課題は「文化 産業遺産の破壊の危機」である。

図21 設立時における住民参加 (複数回答)
その他

運営資金の収集

イベント企画

博物館資料の収集

展示企画

民族学調査

コレクションの寄贈

図2.2 現在の住民の活動内容 (複数回答)

5  10  15  20  25館

5   10  15  20  25食官

その他

カフェテリアの運営

アトリエの運営

ブティクの運営

展示解説

民族学調査

博物館資料の収集

イベント企画

展示企画

図3 不u用者数別教育活動項目 (複数回答)
リサイタル

研究発表

コンサート

シンポジューム

巡回展

選産講座

齢 級

講演

出版

企画展示

ビジターガイド

表 1 コンセルヴァトウール在勤の館数とフラン
ス文

館数 6 27

コンセルヴァトつ―ル

在動の館数
6 7 6

文部省博物館局

認定の館数
3 4 6 1

□20,000人 以上  |

□不明

| ・
1° °°°人未満  |
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地域別にみると農村的市町村の課題は「地域住民

のアイデンティティの喪剣 や「過疎化による人

口の減少」に多く,都市的市町村では「文化 産

業遺産の破壊の危機Jや「地場産業の衰退」に多い。

図43はこれら活動地域内の課題に対しエコ

ミュージアムの働きについて多い項目を時計回り

の順に示したもので,最 も多い働きは「観光業の

促進」である。

地域別にみると都市的市町村のエコミュージア

ムは「文化 産業遺産の保護Jや「地域住民のア

イデンティティの育成Jに ,農村的市町村では

「観光業の促進」や「こどもたちの環境教育Jに

多い。

図44はエコミュージアムと他機関との連携に

ついて示したものであるが,多いものから順に

「博物館」,「学校Jと なっている。そして地域別

にみると都市的市町村のエコミュージアムは「大

学J,農村的市町村では「休暇コロニー」が大き

な割合を占めている。

ここでエコミュージアムの社会的役割について

考えてみると,農村的市呵村では主として複数の

市町村に渡る文化圏域を活動地域とし,過疎化に

よる人口の減少や地域住民のアイデンティティの

喪失という課題に対し,休暇コロニーなどと協力

して観光業の促進やこどもたちの環境教育を実施

して地域振興に努めている。

一方 ,都市的市町村では主に行政区域を活動地

域とし,文化 産業遺産の破壊の危機や地場産業

の衰退という課題に対し,大学と協力して文化

産業遺産の保護や地域住民のアイデンティティの

育成に重きを置いていると思われる。

24 イヽお薔
フランスにおけるエコミュージアムの刻犬から

以下の3つの重要なことが指摘できた。

① 多くのエコミュージアムは,ア ソシアシオン
により運営されており,設立時から今日に至るま

で展示やイベントの企画 ,博物館資料の収集に住

民の参加が多い。

② 不可用者数の多いエコミュージアムには,専F5
職員であるコンセルヴァトゥールが在動してお

図41 活動地域の規定単位 (複数回答)

図4.2 活動地域内の課題 (複数回答)

その他

社会経済

行政区減

文化圃域

総数

その他

文イιの蒙

青少年文化センター

休1鼓コロニー

文イレ ニマシオンセンター

図書館

大学

学校

P物館

総数

唾 民のアイデンティ

ティの喪失

生活導場の割

`

若者の失業率の増加

自然環境の保全

地域や人々に新 しo

の提供

図44 他機関との連携 (複数回答)

地域全民の高翻 七

る人口の減少

自然環境の曖崚の目鷲

図43 エコミュージアムの働き (複数回答)

産業道産の保護

地瑚主民のアイデンティ
'   ティの育成

観光業の促進

文lt 産業遺産の破壊の
議

もたちの環境教育
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り,フ ランス文化省博物館局に認定される傾向に

ある。そして,遺産学級と巡回展についてみる

と,利用者数の多いエコミュージアムの占める割

合が大きい。

③ エコミュージアムの社会的役割は,活動地域
内の課題に応じて異なっており,周囲の機関と連

携することでその役目を担っている。

30 フルミ・トレロン地域・エコミュージアムに
おけるケーススタディ

以上のことから指摘できた3点について具体的

に事例を取り上げて,住民参加の手順や仕組み

と,教育プログラムの利用状況,他藤関との連携

協力について検証を行っていく。対象は,フ ラン

ス北部で活動しているフルミ・トレロン地域・エ

コミュージアムである。その選定理由としては,

アツシアシオンにより運営され,年間利用者数が

50,000人を越え,コ ンセルヴァトゥールが在勤

し,フランス文化省博物館局に認定されているか

らである。つまり,地域住民が博物館活動に参加

し,多 くの人々に利用されていて,活動を円滑に

運営できる専門職員が在勤し,博物館としての質

が保証されている機関だからである。

31 フルミ社会経済地域の特性と課題
このエコミュージアムの活動地域は、フランス

北部のノール・パドカレ地域圏(騒」cln Nord pas

de Calais)内 のノール県 (Conseil G6n`ral

呻 a■ement du Nord)にあり,17のコミューヌ

から成り立つフルミ社会経済地域である (図

51)。 そして南北約30km,東西約201mの範囲

に約35,lX10人が住んでいる。

この地域は,地方の工業都市であったが,1974

年の石油ショック以後、地場産業である紡績工場

が不況に陥り,産業界の衰退と過疎が進行して

いった。そして,地域社会の経済復興は非常に困

難な栂児にあった。

32 設立時における住民参加の手順
1978年にフルミ・トレロン地域・エコミュー

ジアムの開設準備会は,この地域の誇りを取り戻

すために地域の文化センターとの間で契約を結

び,住民の集団的記憶を呼び覚ますことを行った。

刊頂として,まず学校教育の中に「フルミ地域

のlCXl年間における社会経済の生活」というプロ

ジェクトを盛り込んだ。このプロジェクトでは,

約2,000名 の児童に「あなたのお父さんやおじい

さんがどの様な仕事をしていたか」を問いかけ

て,約 1,300の返答を集めた。そして,子どもた

ちから収集された資料 (19世紀の労働者帳や,紡

績・硝子業界の製造方法の本など),写真 (仕事

場。家族),生活用品,仕事に使われた器材を15

カ所の小学校の文化祭で展示した。

つぎに,老人クラプの人々に自分たちの歴史を

語ってもらいドキュメントを作成した。また,そ

の中にこの地域の民謡や方言も収録した。さらに

開設準備会は,これまでの成果をフルミの毛織物

工場内に展示した。lel

このような活動によってエコミュージアムの考

えが周囲に広まる状況の中で開設準備会は、国や

地方自治体と連携しながら3年の準備期間を経

て,アツシアシオンを運営主体とするフルミ・ト

レロン地域・エコミュージアムが1980年に発足

した。

以上のことから設立時における住民滲加と,墨

史の証言者として調査に協力する仕方の他に,専

門職員と協同で調査を行い,民族資料を収集し,

それらを展示する一連の博物館満勁に参加するあ

り方があると思われる (図 52)。

3.3 管理運営における住民参加の仕組み

アソシアシオンにみる住民参加の仕組みの特徴

としてその活動に携わる人は,エコミュージアム

を構成する各委員会に所属することになってい

る。フルミ トレロン地域・エコミュージアムの
場合でも,管理組織は3つの委員会から構成され

ている (図 53)。 利用者委員会はエコミュージア

ムを定期的に利用し,その活動に協力する約150

名から成る。文化・組合委員会は企業経営者代表

と,労働組合代表,商工会議所代表,農業会議所

代表,手工芸会議所代表,文化部門代表から構成

されている。出資者委員会はエコミュージアムの

予算を審議し,運営や管理を監査する省庁の代表
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者から成っている。14

そして理事会は各委員会の代表者18名から構

成され,事務局をつくり執行部を設置する。執行

部は,科学部門 (3人),渉外部門 (9人),コ ミュ

ニケーション・マーケティング部門 (33人)の

3つから構成されている。151ま た,理事会で決

まったことをボランティアと一緒になって研究

修復・展示会 ガイド 発刊などの事業を遂行し
ている。

このように住民参力m_lま管理に直接携わる場合

や,事業運営に協力するボランティアなどのあり

方がある。

34 教育活動における学校団体の利用状況
このエコミュージアムは、フルミにある教育セ

ンターを核として,毛織物と社会生活の博物館

や,ガラスエ場の博物館,フ ァーニュ高原の家 ,

美しい森の家など7つの博物館と3つの自然観察

の小径から構成されている。そして,地域の学校

に対し,フルミ社会経済地域の工業 農業・自然

宗教などを理解できるように構成された遺産学級

を実施している。それは事前に専門職員と学校教

師との間で話し合い,半 日から1週間に及ぶ教育

プログラムを組んで行なわれる。他にもエコ

ミュージアムの教材を貸し出しており,幼稚園児

から大学生対象のものまで用意されている。ま

た,高校や大学にディレクターやコンセルヴァ

トゥールを派遣し,文化財学 .民族学 社会学

観光学 経営学などの講義を行っている。
1997年利用者の中で学校団体の占める割合は

全体の48%であり,その内訳は小学生が30%.高

校生 9%,中学生 5%,幼雅園児3%,大学生 1
%と なっている (図 54)10。

35 他機関との連携・協力
他機関との連携協力に関して3つのレベルがあ

る。●まずこの地域周辺レベルでは、地域の文化

センターや博物館と友好関係を持ちながら展示物

の貸し借りなどを行っている。また,大学に調査

研究のフィールドを提供している。

つぎにヨーロッパ近郊レベルでは,ベルギーの

ワロニー地域やフランスのピカルディー地域圏の

図51 フルミ.トレロン地域・エコミュージアムの位置

図52 博物館活動における住民参加の手順

図53 管理運営における住民参加の仕組み
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博物館と交流し,近年にイギリスのケントの生活

―     (Ihe MusoШm of Kent L6e,Cobtree)と

姉妹関係を結び職員交換を行っている。

そしてEUレベルでは,フ ランスJヒ部の 3つの

隣接地域で「― 力協
約」0を結び,地域の文

化と観光を発展させている。そのためにШ から

職員の人事交流やプロモーションなどに掛かる費

用の半分を助成してもらっている。

以上のことからフルミ・トレロン地域 。エコ

ミュージアムの社会的役割は,博物館活動によっ

て地域遺産に価値を与え,住民たちに自分たちの

生活の意義を再認識させることにある。特に学校

教育とのつながりの中で子どもたちに環境教育を

実施し,地域社会の成員として誇りを与えること

と思われる。

4:0 まとめ

フランスにおけるエコミュージアムの社会的役

割と住民参加のあり方について以下の3つのこと

があげられる。

① 多くのエコミュージアムはアッシアシオンに
より運営されており,そ こに携わる住民は,歴史

の証言者 ,博物館活動の企画への参加者,機関の

管理者,事業運営に協力するボランティア,教育

プログラムの利用者などである。

② 住民参加によって得られた成果が多くの人々

によって活かされていくには,学校とのつながり

を持つことである。したがって,専門職員を在勤

させ園物館の質を高め,ニーズに応えた教育活動

を実施することが求められる。

③ エコミュージアムは,その活動地域の課題に
応じてその社会的役割も異なっており,周囲の機

関と連携してその役目を担っている。特に,文化

と観光を発展させる働きをもっているので,大学

の協力を得て地域の調査研究を促進させたり,行

政からの財政援助のもとで文化的地域開発を進め

ている。そのことから,囃 に価直を与え,

子どもたちに地域社会の成員として誇りを与えて

いると考える。

最後にフランスの事例が,行政制度の違いや自

治体との関わり方の違いなど社会文化的差異に

よって直ちに日本のエコミュージアム運営に反映

されるものではなぃ。今後,これらのことを含め

てさらに研究を深めていく予定である。

辮

本研究の一部は,財団法人日本科学協会の平成

10年度徊 ‖̈ 成金の補助を受けて実施

されたものである。また,本稿を執筆するに当た

り大原一興助教授 (横浜国立大学工学部)な らび

に西源二郎教授 (東海大学海洋研究所)に貴重な

御助言を戴きました。ここに記して感謝の意を表

します。

註

1)倉田公裕氏らは,日本のエコミュージアム
を「町おこし,村おこしの一つの切リオL的

な扱いで,博物館としての性格を十分知悉

した組織や運営となっていない感がある。

博物館であると規定するなら,その博物館

活動を支える学芸員を配置し,継続的な博

物館活動を組織しなければならないである

う」と指摘している (倉田・矢島,1997,
p30)。

2)他にも事例研究として今井信五氏や吉兼秀
夫氏 ,前田千世氏によリフランスのエコ

ミュージアムの活動が報告されている。

3)1986年にフランスのエコミュージアムを
対象にアンケート調査が行われている。そ

の回答数は27館で,記述形式で報告され

ている (Isabelle,1987)。 ただし,1998

年に加盟しているエコミュージアムと比べ

ると数や機関が異なっている。

4)カ ミューザの言う住民参加Φ肛魔ip狙On
de la populatio⇒ とは,エコミュージアム

の管理運営の決定 ,博物館資料の収集や保

存活動 ,情報提供者 を含 んでい る
(PCamusat pp 321322)。 よって本稿で

は,それを元に質問項目を組立てた。なお ,

付録として郵送アンケート調査票を明示し

てある。

5)「エコミュージアムと社会博物館の連盟
(F6d6翅Jbn des`comШ6e et des mus`es
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de sod発 )」 に加盟しているエコミュー

ジアムの内訳は,フ ランスが38館 ,ベル

ギーが 3館 ,カ ナダが 1館である (1998
年)。

6)質問項目を作成するにあたって ,既往調査
(Isabe■ e,1987)を 参考にした。また,質

問項目の選択肢については,その中で記述

されたのものをリストアップした。

7)調査は,筆者が吉兼秀夫教授 〈阪南大学・
国際コミュニケーション学部)を中心とす

る調査団体に参加し、通訳を交えて行っ

た。なお,聴き取り調査の質問項目は以下

の 4つである。

1.フルミ社会経済地域の歴史
2. フルミ・トレロン地域・エコミュー
ジアムの設―

と目的

3. フルミ・トレロン地域・エコミュー
ジアムの運営方法

4 フルミ社会経済地域の住民や行政
との関わり

これらのことをフルミ・ トレロン地域・

エコミュージアムのディレクターであるマ

ルク・グジャール氏 (Marc GOUJARD)を

|ま じめ,活動に参加している地域住民3名

に対して聴き取り調査を行った。なお,特

にことわりのない限り31～ 35のエコ
ミュージアムの活動に関する記述は,マル

ク・グジャーフレ氏からの聴き取り調査によ

るものである。

8)この法律は,「アツシアシオンの契約に関
する1901年 7月 1日法 (Loi du lojd腱 t

1901 relaive au cOntrat d'associatoll) 」

を示す。アツシアシオンは,定款としてそ

の名前・目的・手段・内部組織 ,そ こで活

動する人員の役割を明記し,公表するこ

とが義務づけられている。

9)コ ンセルヴァトゥールとは,フ ランスにお
ける国家資格の博物館専門職である。わが

国の学芸員資格とは全く異なり,その地位

は学芸員を統話する学芸部長以上に相当す

るといえる。

10)フ ランスの博物館は,文化省のフランス

博物館局 (Direction des mis6es de

面 e)の管轄下にあるものと,そ うでな

いものに分けられる。さらに前者では,「国

立博物館 (Mus6e natlonal)」 。「指定博物

館 (IIus`e class`)」 。「統制博物館 (Mus6e

contЮ16)に分類されている (西野 1995,

pp 911)。 フランスの多くのエコミュージ

アムは,こ の統制博物館 (Ecomus6e
contr616 par■ Dndon des mШ

`es denance)に属している。その統制博物館と

なる一つの目安として1981年に文化省か

ら出された「組織原則 (エコミュージアム

憲章)」は,エコミュージアムにおける文化

省の関与について述べられているものであ

る (前田 1996,pp.9094)。

11)遺産学級とは,児童や生徒に対し地域の工
業・農業・自然・宗教などを理解できるよう

に用意された教育プログラムである。

12)INSEE(国 立統計経済研究所)の統計上の

定義として街区人口2,OIXl人未満を農村的

市町村,街区人口2,Ol10人以上で建築物の連

続した複数の市可村を都市的市町村として

いる。(楠本・他 1990,pp 96‐ 97.)

13)それらの展示物は,エコミュージアムに
寄贈された。現在,98%のコレクションは

地域住民から寄贈されたものである。

14)その他に学術科学委員会は,必要に応じ
てフルミ・トンロン地域。エコミュージア

ムの学術計画を練り,決定された調査・研

究活動を促進させる役目を担っている。そ

の委員は,社会学・民俗学・歴史学・地理

学・経済学・都市計画・建築学・言語学な

ど専門とする学者20名から構成されてい

る。

15)科学部門は博物館資料の収集と研究を行
ない,渉外部門はオーディオビジュアル
サービス,技術サービスを行っている。そ

してコミュニケーション・マーケティング

部門は,顧客分析・環境教育活動の実施 ,ア

トリエや教育センターの運営 ,ミ ュージア

ムショップやカフェの運営なども行ってい

る。

16)ECOMUSEE DE LA REG10N
FOURMIES qRELON,1997
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17)他機関との連携に関しては,1996年 9月
21日 ～22日 に岡山県津山市で開催された

エコミューゼ国際シンポジュームにおい

て,マルク・グジャール氏が基調講演「エ

コミュゼとは、地域開発の道具であろうか

―フランスにおけるエコミュゼと地方分権

=」
の中で詳しく述べられた。

18)越境協力協約とは,経済的に衰退した越
境地域に対してEUが政治的な支援を行っ
ている制度である。
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膨喘剛要

付録 [アンケート票]

Pr6sentation des organismes

I .Gestion du mus6e

1. Nom de l'organisne

2. Adrcsse

t6l6phone, t6l6copie

3. Stahrt □A蘊由動mol∞1 □血   (

4Q脚 珈ne de gesuon       □Ass∝鯰b□ 飛
“
N鋼 中  □ml呻濃

□Co―une □Parc Natonal   □Allte

5 ContrOle par la D“ c“n des  □Non cmぽ
“

 □Contro16
11us6es de hnce

6, Date d'ouverhrre au public

z-Equipe Scientinque Adminishative Service

trConsewateur: Eltdsident: trAnimatice:
tr Chercheur : ! Directeru : nAccueil :

ETeclmicien: trsecr6tdre: trStagiair€s:
EPhotograplre: EComptable: EBen6vole:
tr Docrunentaliste : trGardim: nAuhe:

8 Areg6omme(κ ttKttrne
tr cit6 (> a000 r$onnes,/commune)
! Rural ( < 2,000 personnes/commune)

'Commrures: (Superffcie: lcn'z)
.Ilabitants : personnes

g.Anturation EExpositions temporaires E Visitesguid6es E Cin6"club

E Fieositions itindrant€s E Conference E C,oncerts

! AtelieB du patimoine E Exposds fl Recitals

! Classe du palximoine E colloques n Publication

10. Fl6quentation en 1997

10

動 い
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II .Relation avec la socidt6 r6gonale

11. Quelles sont des caractEristiques
qui identifilient les territoires de
votre 6comus6e?

12. Vot€ 6comus6e a+il6tabli des col-
laborations ayec drautres
organisations ou institutions?

13. Lors de la fondation de votre
6comus6e, y-a-t-il eu une
coop6ration de la part de l,a popu-
lation locale?

14. AqiorEdrhui, dans vote 6comus6e,
y-a-til des volontaires provenant
de la population locale ou un
comitd des usagers, qui participent
aux activitds de l' 6comus6e ?

[]I力dt6 de culme

□ Un■6 dia油耐mstratiOn

□Unlt6 de soci6“ 6conOmmue

□Autre(                  )

□Non □Oui↓
! Mus6e

E Ecole

E Universit

! Bibtiotheque

! Maison des jeunes et de la culture
E Maison de la culture

E Centre d' animalion cultureue

f Colonies de lzcances

EAutre ( )

□Non □0● ↓
E Participation pour lenquete etlnologique.

! Donation d'objeta de collection.

! Rassemblement des collections.

E Participation pour les projets dier$ositions.

! Participation pour les projets d'6v6nements.

E Bassembtement de fonds pour l'6comus6e.

EAutre ( )

□Non □Oui↓
E Participent pour l'enquCte ethnologique.

E R€ssemblent des collections d'objects.

E Participent aux projets d'e)eositions.

E Participent aux projets d'6v6nements.

E Commentaires pour des eLpositions.

E S'occupent de La gestion de l'atelier.

E S'occupent de la gestion des boutiques.

E S'occupent de la gestion de la caf6tdria.

E Aute (
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16. Lors de la fondation de votre
6comus6e quels 6taient les
problbmes sociaux dars votre
r€gion ?

16. Vote 6comus6e contribuet-i] e
r6soude ces probLmes socia[ ?

E Ddcadence des indushies locales.

E Augmentation du taux de chomage dans trajeunesse.

E Ddpeuplement de tra r€gion.

E Vieillissement de la population locale.

E Risques de destruction des patrimoines culturel et

industriel.

E Risques de desfuction de I'enviromement naturel.

! Dispadtion de I'identitd de la population locale.

E D6tfrioration de l'environnement de tra vie.

EAuhe ( )

□Non□ mi↓
! En promowant des indushies lo€ile&

tr En d6veloppant le tourisme local.

EEn prenart des mesures pour employer des chomeurB.

E En prot6geant les pahimoines cxrlhlel et indushiel.

E En sauv"dnt l'ewtonnement natuel.

n Et€fuArutles etrfuts aur€qxtde lenvilomement.

E En foumissant lme identit6 tr Ia population tocale.

! Dr renowefam lavie & ]a populatim locale et de ]a#gioll
trAutre ( )

Merci C'et gentil
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